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「2024年度年次情報セキュリティチェック」実施のお願い 

 

名古屋大学の教職員ならびに学生等で名古屋大学の情報ネットワークや情報システムを利用される

皆様には、「2024年度年次情報セキュリティチェック」の実施をお願いしています。未実施の方は、   

7月2日（火）までに年次情報セキュリティチェックを実施し完了してください。 

なお、7月3日（水）からは、名古屋大学ID (名大ID)を用いて、CAS認証サービスへログイン(CASログ

イン)する場合、年次情報セキュリティチェック未実施の方は年次情報セキュリティチェックのページ

が強制的に表示されます。年次情報セキュリティチェックの実施が完了するまで（実施所要時間15分程

度）は、名大IDによる認証を使った情報サービスが利用できなくなります。 

 

1. 年次情報セキュリティチェック実施方法 

以下のURLに示されるページから実施してください。なお、名大ポータルからも実施できます。 

https://icts.nagoya-u.ac.jp/ja/security/annual-check.html 

 

2. 7月3日以降におけるシステム変更 

7月 3日以降、年次情報セキュリティチェック未実施者が名大 IDを用いて CASログインを行っ

た場合、強制的に年次情報セキュリティチェックのページが表示されます(強制リダイレクト)。例

として、未実施者が CAS認証サービスにログインした場合のシステム画面例を以下に示します。 

 強制リダイレクトの例 

(1) ユーザが CAS認証サービスに CASログインするとします。 

(2) 年次情報セキュリティチェック未実施者の場合、年次情報セキュリティチェックのページが表

示されます。実施者の場合、CAS認証サービスログイン後の画面が表示されます。 

(3) 「年次情報セキュリティチェックへのログイン」のリンクをクリックし、年次情報セキュリテ

ィチェックを開始、完了させます。（15分程度） 

(4) 再度 CAS認証サービスにアクセスし、CASログインすれば、CAS認証サービスが利用できる

ようになります。 

 

 
 
図  年次情報セキュリティチェック未実施者がCASログインした場合、強制的に年次情報セキュリティチェッ

クのページが表示されるようになります。例えば、CAS認証サービスにログインすると、年次情報セキュリ

ティチェック未実施の場合には、CAS認証サービスログイン後のページではなく、年次情報セキュリティチ

ェックのページが表示されます。 

 

【本件問い合わせ先】 

名古屋大学情報連携推進本部 ITヘルプデスク 

Tel : 内線 東山地区 6389 

Web : https://qa.icts.nagoya-u.ac.jp/ 




